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Ⅰ
用紙及び印字
(1)　原稿はそのままオフセット印刷されます．
(2) 仮想枠（175mm×260mm）を設定し,枠内にタイプもしくはワープロ印字して下さい．タイプもしくはワープロ印字するに当たっては仮想枠より1文字以上外へ出ないよう注意して下さい．
(3)　用紙の右下に，ページ数及び著者名を鉛筆で記入下さい．
Ⅱ
1頁目
(1)　1頁目においては，上から4行分（仮想枠から点線までの20mm）を空白とし，点線の下より論文題目を大文字で中央に印字して下さい（見本を参照）．
その下に著者名及び所属（大学名または研究所名と市名，必要なら国名）を印字して下さい．これらについては，同封の見本を参照して下さい．
(2)　1頁目に150語以内のSYNOPSISを付けて下さい．
(3)　本文は原則としてINTRODUCTIONより始めて下さい．
Ⅲ
本　文
(1)　論文はシングルスペースで印字して下さい．
各パラグラフの1行目は左端より5字分下げて下さい．
(2)　印字ミスの修正は修正テープを用いるか，修正液を用いて注意深く行って下さい．消しゴムは使用しないで下さい．
(3)　節が変わるときは1行空白とし，新しい節のタイトルを大文字で中央に印字して下さい．但し，副節についてはそのタイトルは左端から各単語の最初の文字のみ大文字として印字して下さい．原則として節番号は付さないで下さい．節のタイトルの後はいずれの場合も1行空白とし本文を印字して下さい．
(4)　図，写真，表には通し番号を付し，それぞれFig.1，Photo.2，Table.5などと表わして下さい．
(5)　式に用いる記号については，なるべく慣用的なものを用い，論文末尾にAPPENDIX-NOTATION（見本参照）として一括して説明下さい．なお，必要に応じて，最初に用いられた箇所で定義することは差し支えありません．
(6)　式の部分は前後1行空け，左端より8文字分下げて印字して下さい．式には通し番号を付し，（　）書きで番号を印字して下さい．（　）書き番号から右端までの間には8文字分のスペースが空くようにして下さい．これらの式はEq.1，Eqs.2 and 3のように引用して下さい．
(7)　式の部分の手書きは認めません．また，式の行の最後に入るべきコンマ，ピリオド等は省略して下さい．
(8)　参考文献は論文の最後にREFERENCESとして一括して掲げ，それらは本文での引用順に並べて番号を付して下さい．参考文献を本文中で引用している箇所には（　）書きで番号のみ示して下さい．
Ⅳ
参考文献（REFERENCES）
見本及び下記注意事項に従って作成して下さい．
(1)　雑誌の場合
著者名：論文名，雑誌名，巻，号，ページ，年
(2)　単行本の場合
著者名：章のタイトル，単行本の題名，版数，巻，発行所名，発行場所（市，国名），　
　　　　　ページ，年
なお，必要であれば，本の題名の後に編者名を，たとえばA.B.Smith, ed.のように記入下さい．また，編者名を参考文献の引用に用いるときは著者名の位置にSmith, A.B. ed.のように入れて下さい．
(3)　論文名，章のタイトル名はその先頭の文字のみ大文字とし，雑誌名，単行本名，発行所名などは先頭にあるもの以外の冠詞，前置詞を除き各語の先頭を大文字として下さい．
(4)　引用に用いられる著者が2人以上の時は次のような記入方法に従って下さい．
（例）Smith, A.B., N. K. Stein, and H.Yamada :

(5)　ページ数の記入は次の要領に従って下さい．
（例）pp.43-85，p.43など．
Ⅴ
 APPENDIX-NOTATION

(1)　見本ページを参考に，同様の体裁のものを作成して下さい．
(2)　この部分については，single-half spaceで印字して下さい．
Ⅵ　図，写真，表
(1)　図，写真等は原稿中に直接プリントするか，もしくは 直接貼付（上部左右2箇所のみ）して下さい．但し，なるべく本文で説明されているページに現れるように配慮して下さい．
(2)　図は，オフセット印刷に適したものを使用して下さい．
(3)　作図に当たっては，印刷の際に原稿が約82％に縮小されることに留意下さい．
(4)　写真は白黒でコントラストの良いものを使用して下さい．
(5)　図，写真の説明はそれらの下に印字して下さい．
(6)　表の大きさは1ページを超えないで下さい．
また，表の説明は，表の上方に印字して下さい．







